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アンモニアをエネルギー源として利用した低炭素社会を実現可能にする
次世代型窒素固定法の開発
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現在、石油などの化石燃料がエネルギー源として
広く用いられている。これらの使用時には、地球
温暖化の主要原因の一つとされている二酸化
炭素の排出が不可避である。地球に優しいエネ
ルギー源として水素を用いる燃料電池が次世代
システムとして注目されている。しかし、水素の貯
蔵運搬には安全面から問題点がある。

モリブデン錯体による触媒的アンモニア
合成法
新しく設計・合成したピンサー型配位子を有す
る窒素架橋二核モリブデン窒素錯体を用い
て、常温常圧の極めて穏和な反応条件下で、
窒素ガスから触媒的にアンモニアを合成する
方法の開発に成功した。

鉄錯体による触媒的アンモニア等価体合
成法
安価で入手容易な鉄カルボニル錯体やフェロ
センが、常温常圧の極めて穏和な反応条件
下で、窒素ガスから触媒的にアンモニア等価
体であるシリルアミンを合成する有効な触媒と
して働くことを見出した。

アンモニアをエネルギー源として利用する低炭素
社会の実現を可能にする省エネルギー型窒素固
定法の開発を行うことで、現在の世界が抱えてい
るエネルギーに関する諸問題を一挙に解決する
ことが最終目標である。本研究では、次世代エ
ネルギー源として効率的な貯蔵運搬が可能とな
るアンモニアの利用を提案する。
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常温常圧などの極めて穏和な反応条件下で
大気中の約80％を占める窒素ガスから効率
的にアンモニア合成する反応系の開発が実
現できれば、アンモニアをエネルギー源として

利用する｢アンモニア社会｣ の実現が期待さ
れる。具体的には、アンモニアスタンドが整
備され、アンモニアを燃料とするアンモニア自
動車の実現が期待できる。


